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研究成果の概要（和文）：アジア農業モデルを開発し、農業部門への気候変動の影響予測を行い、

その適応戦略を検討した。また GIS やリモートセンシングを使ってアジア沿岸域への気候変動

の影響予測と土地利用のあり方を検討した。農業部門への気候変動の影響は、既にアジア各地

で現れているが、それが食料問題として深刻化するのは特に輸入依存度の高い最貧国であり、

世界農産物市場を介して主要国の農業政策の影響も加わって、複合的な形で現れることが明ら

かになった。 
研究成果の概要（英文）：An Asian Agricultural Model was developed and predicted impacts 
of climate change with considering their adaptation strategies.  The impacts of climate 
change on Asian coastal areas were predicted by GIS and Remote sensing technique and 
investigated effects of land use strategies.  The impacts of climate change were observed 
in many Asian agricultural regions.  The serious food problem may occur as a complex 
disaster through the world agriculture market influenced by farm policy changes, in 
particular, in less developed country which heavily relies on the food import.  
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１．研究開始当初の背景 
 気候変動への懸念が高まっているが、農
業・農村はこの気候変動の影響を大きく受け
る分野である。世界には 8 億人を上回る栄養
不良人口が存在しているが、世界の食料問題
は気候変動の高まりによってさらに深刻化
することが懸念される。特に人口増加率が高
く、穀物自給率が低く、十分な外貨準備のな
い最貧諸国では、気候変動による国際食料価
格の高騰は食料問題を深刻化させる可能性

がある。気候変動は、農業部門にどの様な影
響を与え、どの様なメカニズムで食料問題を
発生させるのか、またその影響を緩和させる
にはどの様な対策が有効なのか、などを解明
しておくことが、地球温暖化を始めとしたこ
れからの気候変動の高まりへの対応として、
重要な研究課題となっていた。 
２．研究の目的 
 気候変動の農業部門への影響を予測する
ためにアジア農業モデルを開発する。このモ



デルを使って気候変動の食料需給への影響
を計量的に予測し、ホットスポットとなる地
域を特定化する。またどの様なメカニズムで
気候変動が食料問題を発生させるのか、その
影響を緩和させる対策効果を明らかにする。
GIS やリモートセンシングを使って、気候変
動下での安定的な土地利用のあり方を明ら
かにする。主要国のケーススタディを通じて、
地域レベルでの気候変動の食料生産への影
響と適応策の効果を明らかにする。 
３．研究の方法 
 アジア農業モデルを開発し、気候変動の農
業部門への影響とその対応策の効果を計量
的に評価する。また GIS やリモートセンシン
グを使って、気候変動の土地利用への影響と
対応策の効果を空間情報的に評価する。アジ
ア主要国の農村で現地調査を行い、ケースス
タディとして地域レベルでの気候変動の農
業部門への影響とその適応策の効果を検証
する。 
４．研究成果 

世界35地域、農産物20品目を対象とし、作

物部門や畜産部門、土地利用部門を組み込ん

だアジア農業モデルを開発した。このモデル

を使って世界の米市場を事例に気候変動の影

響予測を行った。気候変動の世界米市場への

影響は、気候変動による米生産の変動だけで

なく、各国の貿易政策のあり方によってその

影響の発現が大きく異なる。2007年のアジア

の米不作を事例としたモデル分析では、もし

世界第２位と第３位の米輸出国のベトナムと

インドが国内市場安定化のための輸出禁止を

行わなかったならば、国際価格の高騰はかな

り抑えられ、アフリカやカリブ地域の最貧諸

国の米輸入の減少が抑制され、食料問題の深

刻化がかなり緩和されたであろうことが明ら

かになった。 

またネパールの平坦地での夏季稲作では既

に熱ストレスの影響が出ており、慣行農法の

変更が必要となっていること、エジプトでは

農業用水の制約が高まっており、要水量の少

ない作物への作付変換が農業経営や農地利用

上有効でることなどを明らかにした。 

 GISやリモートセンシングを使った影響分

析では、メコンデルタやチャオプラヤデルタ

、スバル国、石垣島、茨城県などの沿岸低地

で、気候変動の影響が複合災害的な形で発現

する可能性が高いことを明らかにした。 

平成23年3月には、「気候変動と食料問題」

のシンポジウムを開催し、研究成果の発表を

行うとともに、4年間の本研究プロジェクトの

の主要成果を取りまとめて、最終報告書とし

て刊行した。 
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